




送給装置のモータ電流から算出），センシング補正量，お
よびアークセンサ補正量を溶接データとして取得し，脚
長不足やアーク不安定，溶接線ずれなどの溶接トラブル
の解決を支援する（図4）。アークモニタには取得したデ
ータをグラフ表示する機能と，溶接不良を捉えるアラー
ム検出機能がある。
4．1　溶接データの表示

　取得した溶接データ，例えばロボットコントローラで
指令した電流の設定値（以下，設定電流という）および
溶接電源からの電流フィードバック値（以下，FB電流と
いう）は，溶接線ごとにグラフ表示できる（図5）。図5
ではそれらの電流値を縦軸，時間およびロボット位置情






